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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・冨田　義明様～東病棟Aユニット8号室に医療保護入院となる。

【退院】
・向谷地　善朗様～東病棟合併症室から死亡退院となる。
・米内　進様～みちのく記念病院転院の為、東病棟Cユニット4号室から退院となる。

【ユニット移動】
・西澤　由見様～東病棟合併症室→東病棟Cユニット4号室
・阿部　聖子様～東病棟Dユニット20号室→東病棟合併症室
・上野　揚子様～東病棟Aユニット16号室→東病棟合併症室

【部屋移動】
・泉川　ケイ子様～東病棟Aユニット8号室→東病棟Aユニット16号室

＜患者様連絡事項＞
・中村　栄子様～準夜帯に意識レベルの低下あり。日中、頭部CTを施行。明確な出血無い為、経過観察の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室・迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。自室内では脱衣行為・不潔行為無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。食事は各食拒食。食事を壁に投げつけお盆を破損させている。12：30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、14：00不安時レキソタン(5)1Tを服用する。その後は、静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後も自室で無為に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜新入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和6年2月27日　15：22
　氏　　名：冨田　義明（とみた　よしあき）様
　生年月日：昭和36年12月18日(62歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　　H22年にストレスによる眩暈・転倒にて八戸市立市民病院へ救急
　搬送歴あり、一度霧の受診であり、その後湊病院にて通院しうつ病
　の治療を行っていた。その間にうつ状態で運転をして交通事故を繰
　り返しており、H29頃より通院は自己中断された。
　　R4年の12月に老後の生活についての不安の増強から、気分の落ち
　込み、意欲低下、不眠、食欲減退が出現し八戸市立市民病院精神神
　経科初診となっている。希死念慮も認められ、重症うつ病にて同院
　に二度の入院歴あり、うち1回はmECTも施行されているが、奏効せず。
　　主治医退職に伴い、R5年12月15日に当院へ転医となり、以降外来
　通院を継続するも希死念慮は持続してみられ、R6年1月頃より包丁を
　隠し持つことが増え、妻へ向けることもあり。症状改善・医療保護
　の目的にて2/27の診察時に入院の話合いを行い、同日入院対応となる。
　上記経過から東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
